
福大生ステップアッププログラム 
 

第２回 作ろう花と緑と心のキャンパス 
－自然キャンパスマップをつくりましょう－ 

 
開催日時：平成 19年 6月 23日（土）、13：00～16：00 
テーマ：「七隈のシンボル」～赤松～ 

 
講師：福岡県保健環境研究所 環境科学部環境生物課 

専門研究員 須田 隆一 氏 
講 座／「アカマツと里山の関係」 

野 外／アカマツ散策 
 

講演内容：  
 １．アカマツの特性と分布 
  １-１．アカマツの分類上の特徴 
  １-２．アカマツの生態的特徴 
  １-３．アカマツの分布 
  １-４．さまざまなアカマツ林 
 ２．二次林の特性とその保全 
  ２-１．里山と雑木林と二次林 
  ２-２．福岡県内の二次林 
  ２-３．油山のアカマツ林 
  ２-４．二次林と人間のかかわり 
  ２-５．二次的自然の管理・保全 
 ３．植生を生態学的に見る視点 
  ３-１．植生と環境要因 
  ３-２．植生は時間とともに変化する 
  ３-３．人為的影響の程度と植生 
 
講演詳細： 
1. アカマツの特性と分布 

アカマツは裸子植物マツ綱マツ科マツ属に分類され、日本に自生するマツ属 7種のう
ちの一つである。その生態的特徴としては光の当たらない場所では生育できない「陽樹」

であり、萌芽による再生は行われず種子でのみ繁殖を行う。また、葉が二対になってい

る二葉松であり、種子は風散布型で「翼」をもっている。その分布地は国内においては

北海道南部から屋久島までと広い地域に自生しており、海外でも朝鮮半島や、中国東部

に分布が見られる。これはアカマツが他の植物の育たないような土地、例えば、やせ地、

乾燥地、裸地、溶岩地等においても繁殖するという特徴を表している。 



 
2. 二次林の特性とその保全 

一般的に二次林とは雑木林や里山（里山林）と同じであり、原生林が天災あるいは人

の影響により破壊された後に自然に成立する林とされている。福岡県内の二次林として

は大きく分けると夏緑樹二次林（落葉樹）、アカマツ二次林、照葉樹二次林（常緑樹）

が存在する。また、県内に占める二次林の割合は 20％程度で人間の手が加わった植林
地が 50％近い割合を示している。その中でアカマツ二次林においては昭和 20年頃から
マツ枯れの被害が全国的に拡大をはじめているが、平成 15年、福岡県内においては一
応の収拾を見せている。 
県内で最も優れたアカマツ二次林は油山に生育するアカマツ林であり、そこには高海

抜地の夏緑樹林域に分布する種であるヤマボウシやホオノキやコシアブラが混在する

特徴をもっている。 
このような二次林は，長い間にわたって人間の営みと密接な関係を持ち、人為的に維

持されてきた二次的自然であり、その景観は日本人の感性や伝統的文化・芸術に多大な

影響を与えてきた。しかし、現在ではこれら二次的自然が管理されないまま放置されて

いる状況があり、その自然に対する人間の働きかけが減っていくことによる影響が、生

物多様性の危機を招いているともいわれている。そのため、適切な人為的管理を行いこ

れら二次的自然を保全する必要がある。 

 

3. 植生を生態学的にみる視点 
植生の生育に大きく関連している環境要因として気候的要因、土地的要因、生物的要

因が挙げられる。その土地の環境を反映しているのが植生であり、そこの植生を見るこ

とでその周辺の環境を知ることができる。福岡県内で植生の違いをみる時はその中でも

特に土壌や地形による影響が最も重要である。例えば山の尾根における土壌は乾性で粒

が粗い土壌が多くアカマツの二次林が生育しやすい。そして、中腹や谷筋においてはや

や湿った緻密な土壌がありコナラや、シイ・カシの二次林が存在している。 
また、植生とは時間とともに変化するもので、荒原から低木林を経て陽樹林、陰樹林

と時間と共に変化をする。 
さらに、人為的影響の有無によっても二次林の植生が大きく規制されることも知って

おくと良い。特にアカマツは人為的影響によって、その植生に大きく規制を受ける種で

ある。これらの環境要因と空間軸、時間軸、人為的要因によって植生を生態学的に見る

ことができる。 
 
講演に関する質問 

 質問①、アカマツが砂漠化進行を防ぐための緑化植樹に使えるか？ 
 答え、針葉樹のいくつかは使えると思う。アカマツは根の周辺に住む微生物の働き

によって栄養源や、水分を吸収する構造になっている。そのため貧栄養域でも生育

することができる。しかし、緑化の基本はその土地の周辺に生えている植物を使う

のが最良と思われるので、日本から海外の砂漠に持っていくのには疑問が残る。 



 質問②、アカマツの寿命はどれくらいか？ 
 答え、生育環境によって様々なので一概にいくつとは言えない。立派なものは 300
年以上もあるが百、二百年ぐらいの単位だと思われる。栄養の良い所よりも悪いと

ころのほうがより長く生きる傾向がある。 
 質問③、松茸はなぜアカマツの周りに育つ？ 
 答え、もちろん菌類の関係もあるが、松茸は貧栄養の状態でないと、他の菌類に負

けて育たない。そこで、松林の管理が行き届く（落ち葉かき）と松茸も生えてくる

が野放しの状態では他の菌が生育し松茸は生えてこない。 
 

学内自然散策： 
講演後、講師も交え学内に生育するアカマツの散策を行った。今回は A棟前広場、

ひょうたん池周辺を見て回った。参加者には前回同様、白地図上に樹木の説明の合間

に感じたことや気づいたこと等を記述してもらった。講演内でも紹介された種の「翼」

やアカマツの樹液の匂い等、講義だけでは得られない五感を使っての観察を行った。

日頃は見落としそうなアカマツの若芽や緑色の松ぼっくりなど、この散策において新

たな発見が多数あった。また、木の直径をはかることのできる巻尺を用いてアカマツ

の直径を計った。その中で最大の物は 65ｃｍ以上もあり、その樹齢は周辺環境によっ
て左右されるため確定はできなかったが、おおよそ 100年ぐらいと思われた。第二回
目の今回は自然探索マップづくりの一情報となるべく特にアカマツに関する感想や情

報を書きとめながら散策を行った。あいにくの小雨の中ではあったが、参加者の皆さ

んは様々な質問を講師に尋ねながら活発的に散策を行っていた。 
 
 

総評： 
小雨の中、第２回作ろう花と緑と心のキャンパスが「七隈のシンボル～赤松～」を

テーマに開催された。今回は、福岡県保健環境研究所の須田研究員からアカマツと里

山に関する様々な情報を講演していただくとともに、学内に自然に生育しているアカ

マツの生態学的な意義や油山を例とした里山の関係を写真や図表を用いて細かく説明

していただいた。散策ではアカマツの話はもちろんのこと幹の直径の測り方や松ぼっ

くりの話など興味のある話を沢山していただき学生も目を輝かせながら聞き入ってい

た。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真：左側、講演及びグループ討議の模様。右側、学内アカマツ散策の模様。 


